
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2012

移動型多機能端末を活用した外国語教育―実践のための総合的研究―

Foreign Language Education assisted by Mobile Multifunctional Terminal Devices: 
Comprehensive Research for Teaching Practices

４０１９６７１２研究者番号：

杉浦　謙介（SUGIURA, Kensuke）

東北大学・国際文化研究科・教授

研究期間：

２４５２０６０２

平成 年 月 日現在２９   ６   ９

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、移動型多機能端末を活用して外国語教育を実践するための総合的研究であ
る。まず、つぎの3項目に関して開発研究した：(1) 移動型多機能端末による学習を管理するシステム、(2) 移
動型多機能端末に適合した教材コンテンツ、(3) 移動型多機能端末を活用した外国語教育メソッド。そのうえ
で、移動型多機能端末を活用した外国語教育を実践し、その教育効果を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This is a comprehensive research for teaching practices assisted by mobile 
multifunctional terminal devices. I have researched the following 3 points: (1) Learning management 
system by mobile multifunctional terminal devices, (2) Contents for teaching suitable for mobile 
multifunctional terminal devices, (3) Foreign language teaching method assisted by mobile 
multifunctional terminal devices. Then I have practiced the foreign language teaching assisted by 
mobile multifunctional terminal devices and confirmed its effectiveness.

研究分野： 人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、私は、国立七大学外国語連
絡協議会のなかの国立七大学外国語 CU 委員
会(CU：サイバー・ユニバーシティ)の開発研
究プロジェクトである「外国語 CU プロジェ
クト」で、つぎの開発研究をおこなっていた： 
・平成 16-17 年度科学研究費補助金「基盤研
究(A)」「国立大学外国語サイバー・ユニバ
ーシティ用コンテンツ開発研究」 

・平成 18-20 年度科学研究費補助金「基盤研
究(A)」「外国語サイバー・ユニバーシティ
用マルチメディア辞書開発研究」 

・平成 23-26 年度科学研究費補助金「基盤研
究(A)」「外国語サイバー・ユニバーシティ
用自動弱点克服型 e ラーニングの総合的研
究」 

これらの開発研究によって、e ラーニング方
式の外国語教育が本格的に実施できるよう
になった。ただし、上記の研究では、学生用
端末として固定型パソコンを想定していた。
しかし、学生が固定型パソコンの前にいる時
間は限られている。そこで、私は、LMS 
(Learning Management System)の端末を固定
型パソコンから携帯音楽プレーヤーにまで
拡張するつぎのシステムの開発研究をおこ
なった： 
・平成 20-23 年度科学研究費補助金「基盤研
究(C)」「LMS の移動型端末としての携帯音
楽プレーヤー―外国語教育のための拡張シ
ステム―」 

この開発研究によって、学習者は、固定型パ
ソコンにダウンロードした教材を携帯音楽
プレーヤーに転送して、どこにでも持ち出し
て、通学時であろうと、ジョギング中であろ
うと、学習できるようになった。ただし、携
帯音楽プレーヤーの機能は、音声ファイル再
生が中心であり、学習できる教材も音声ファ
イル中心のものに限られていた。 
 当時、移動型端末は、一挙に多様化・多機
能化した（スマートフォン、タブレット PC
など）。このような移動型多機能端末はつぎ
の特徴を有していた：  
(1)Wi-Fi接続によりブラウザベースでWebサ

イトにアクセスできる。 
(2)マルチメディア（音声・画像・動画）を

再生・表示および収録できる。 
(3)マルチタスク（Web ページ表示と音声再生

などの同時実行）に対応している。 
(4)クラウド・コンピューティング（プライ

ベート・クラウド）を前提にしている。 
(5)SNS（ブログ、ツイッター）に親和性があ

る。 
これによって、移動型多機能端末があれば、
高度の CALL 環境で外国語学習が可能となる
ことが予想された。しかし、実際には、学習
者は、しばらくすると学習に行き詰まってし
まう。その原因は、つぎの点にあると考えら
れた： 
(1)学習を適切に管理するシステムがない。 
(2)学習進度に同期する発展的・統一的な教

材コンテンツがない。 
(3)移動型多機能端末を活用した外国語教育

メソッドがない。 
そこで、この原因を克服して、移動型多機能
端末を活用した外国語教育を実践すること
を考えた。これが研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、つぎの方策を立てる： 
(1)LMS（WebOCM）の機能を拡張して、移動型

多機能端末による学習を適切に管理する。 
(2)移動型多機能端末に適合した発展的・統

一的な教材コンテンツを作成する。 
(3)移動型多機能端末を活用した外国語教育

メソッドを作る。 
この方策を実効あるものにするために、以下
の点を明らかにする： 
[学習管理システム(LMS)に関して] 
・LMS と移動型多機能端末との間のセッショ
ンを安定的に維持する方法を明らかにする。 

・移動型多機能端末のディスプレイは小さく、
キーボードがない。このような端末を前提
にした LMS の仕様を明らかにする。 

・移動型多機能端末のブラウザは、LMS 上の
教材を表示・再生するが、保存できない。
LMS から移動型多機能端末へ教材を配信・
保存・同期する方法を明らかにする。 

[教材コンテンツに関して] 
・移動型多機能端末を活用した外国語教育に
適したデジタル教材の仕様を明らかにする。
そして、ドイツ語を統一的に学べるモデル
教材を作成する。 

・学習者の進度に合わせてコンテンツが発展
していく移動型多機能端末用教材の仕様を
明らかにする。そして、ドイツ語を発展的
に学べるモデル教材を作成する。 

・移動型多機能端末では、ディスプレイを見
ながらおこなう学習のほか、音声ファイル
のみによっておこなう学習にも対応する。
その仕様を明らかにし、ドイツ語を音声フ
ァイルで学ぶモデル教材を作成する。 

[外国語教育メソッドに関して] 
・移動型多機能端末による学習行動を把握し、
行動科学の観点から、最適の外国語教育メ
ソッドを明らかにする。 

・移動型多機能端末の特性（マルチメディア
の受信・再生・収録・送信）を利用した外
国語教育メソッドを明らかにする。 

・移動型多機能端末を活用した協同学習メソ
ッドを明らかにする。 

 これらの点を解明することによって、上の
3 方策を実効あるものとし、移動型多機能端
末を活用した外国語教育を実践する。そのな
かで、この教育方法の効果を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、順に、(1)関連 ICT 研究、(2)
学習管理システム開発研究、(3)教材コンテ
ンツ開発研究、(4)外国語教育メソッド開発
研究、(5)教育実践・教育効果検証をおこな



い、最終年度に全体を統合する。 
 具体的には、つぎの各点を開発研究する： 
・移動型多機能端末の主要機種の仕様・性
能・動作を精査する。また、移動型多機能
端末の主要 OS およびアプリケーションの
特性を研究する。外国語教育における移動
型多機能端末の可能性と問題点を明確にす
る。 

・LMS と端末との通信には通常大きな負荷が
かかる。しかし、移動型多機能端末の情報
処理能力は限られている。LMS と移動型多
機能端末との間のセッションを安定的に維
持する方法を確立しておかなければならな
い。通信実験をおこないながら、この点に
ついて研究を進める。 

・移動型多機能端末のディスプレイは小さく、
キーボードがない。このような端末を前提
にした LMS の構成を明らかにする。具体的
には、固定パソコン用 CSS と移動型多機能
端末用 CSS を併用する構成で実証実験をお
こなう。 

・移動型多機能端末のブラウザは、LMS 上の
教材（HTML、PDF、MP3 等のファイル）を表
示・再生するが、これを保存できない。LMS
から移動型多機能端末へ教材を配信・保
存・同期する方法を明らかにする。 

・LMS の機能拡張モジュール（LMS と移動型
多機能端末との間のセッション安定化、表
示、配信・保存・同期）の仕様策定をおこ
なう。 

・移動型多機能端末を活用した外国語教育に
適した教材の仕様を明らかにする。そして、
ドイツ語を統一的に学べるモデル教材を作
成する。 

・移動型多機能端末では、ディスプレイを見
ながらおこなう学習のほか、音声ファイル
のみによっておこなう学習にも対応する。
その仕様を明らかにし、ドイツ語を音声フ
ァイルのみで学ぶモデル教材を作成する。 

・移動型多機能端末でも固定型パソコンでも
使用できるように、各仕様を調整する。 

・外国語教育メソッドについての研究動向を
確認し、移動型多機能端末の特性を利用し
た外国語教育メソッドを明らかにする。 

・移動型多機能端末を活用した協同学習メソ
ッドを明らかにする。 

・LMS (WebOCM)の「自動弱点克服型 eラーニ
ング」システムと移動型多機能端末とを結
びつける。 

・授業での実践方法および効果測定方法を研
究する。 

・東北大学のドイツ語教育の現場で使用する。
学生にアンケートを実施する。アンケート
を解析して問題点を掘り起こす。また、移
動型多機能端末の主要機種、主要 OS、アプ
リケーションについて最新情報を確認する。
これらにもとづいて全体を修正・改良する。 

・学習管理システムの拡張ファイル、教材コ
ンテンツ、教育メソッドを統合する。全体
を総括する。 

 
４．研究成果 
 本研究では、順に、(1)関連 ICT 研究、(2)
学習管理システム開発研究、(3)教材コンテ
ンツ開発研究、(4)外国語教育メソッド開発
研究、(5)教育実践・教育効果検証をおこな
い、最終年度に全体を統合した。 
 平成 24 年度は、(1)と(2)を中心に研究を
進めた。 
 移動型多機能端末の主要機種の仕様・性
能・動作、および、移動型多機能端末の主要
OS とアプリケーションの特性を調査し、移動
型多機能端末のハードウェアとソフトウェ
アを踏まえたうえで、外国語教育における移
動型多機能端末の可能性と問題点を明らか
にした。 
 LMS (Learning Management System)と端末
との通信においては、単に HTML ファイルを
ダウンロードするだけではなく、認証を経て
セッションを維持したうえで、LMS のデータ
ベースにデータを書き込んでいくが、これに
は大きな負荷がかかる。情報処理能力が限ら
れた移動型多機能端末とLMSとの間のセッシ
ョンを安定的に維持する方法を明らかにし
た。 
 移動型多機能端末のディスプレイは小さ
く、キーボードがない。移動型多機能端末は、
大きな図や長い文を表示したり、たくさんの
文字を入力したりするには適していない。し
かし、固定型パソコン用 LMS とは別に移動型
多機能端末用LMSを構築することは非効率的
である。たとえば、CSS によって固定型パソ
コン用画面と移動型多機能端末用画面を切
り替える方法を実験し、これが有効であるこ
とを明らかにした。 
 移動型多機能端末のブラウザは、LMS 上の
教材を表示・再生するが、これを保存できな
い。LMS から移動型多機能端末へ教材を配
信・保存・同期する方法を実験し、「アプリ」
を用いた方法、固定型パソコを介した方法、
クラウド・ストレージを介した方法が有効で
あることを明らかにした。 
 平成 25 年度は、(2)と(3)を中心に研究を
進めた。 
 LMS の機能拡張モジュール（LMS と移動型
多機能端末との間のセッション安定化、表示、
配信・保存・同期）の仕様を明らかにし、ま
た、学習進度に合わせてコンテンツが発展し
ていく移動型多機能端末用教材システムの
仕様（学習進度データと教材 XML データベー
スのタグ属性とを関連づける）を明らかにし
た。この仕様にしたがって、機能拡張モジュ
ールを作成し、また、教材システムのプログ
ラミングをおこない、これを検証した。その
結果、移動型多機能端末であっても、LMS と
の安定的セッションが十分に保たれ、表示や
配信・保存の点でも一定の水準にあること、
そして、移動型多機能端末での学習進度と教
材管理にはXMLタグが効果的であることが明
らかになった。 



 一方、移動型多機能端末では、ディスプレ
イを見ながらおこなう学習のほか、音声ファ
イルのみによっておこなう学習（通学時の学
習など）にも対応する（プレイリストと ID3 
規格メタデータ使用）。その仕様を明らかに
し、移動型多機能端末を活用してドイツ語を
統一的かつ発展的に学べるモデル教材を作
成した。モデル教材の試用の結果、ディスプ
レイモードの学習と音声モードの学習とが
段差なく実施できることが明らかになった。
また、移動型多機能端末であっても、学習者
の達成度に適応させて教材や小テストを発
展的に提示しながらも、教材としての統一性
を保持できることが明らかになった。 
 平成 26 年度は、(3)と(4)を中心に研究を
進めた。 
 移動型端末と固定型端末では基本性能お
よびディスプレイの大きさや縦横比率など
が異なる。この 2 種の端末を併用しながら、
端末間で段差なくドイツ語を学ぶためには、
教材のPDF化によって教材のデザインと縦横
比率を固定し、PDF に音声ファイルへのリン
クを設定し、そのうえで、この PDF を LMS と
関連づけ、学習履歴の記録やテストの実施・
記録・管理を LMS の側からおこなう仕様が合
理的であるということを明らかにした。これ
に加えて、通学時に音声をベースにしてドイ
ツ語を学ぶために、PDF にリンクづけされた
音声ファイルに、テキストデータ（教材の文
字データ）を ID3v2 規格に基づいて、メタデ
ータとして搭載し、その音声ファイルを携帯
端末にダウンロードさせ、学習者が音声を聴
きながら携帯端末のディスプレイ上でテキ
ストデータを確認する仕様が最適であるこ
とを明らかにした。この「PDF 教材＋LMS＋メ
タデータ搭載音声ファイル」という仕様にし
たがって、「ドイツ語ジョーク教材」と「中
級ドイツ語 10Lektionen」という教材を作成
した。また、この仕様の教材に最適の教育メ
ソッド（テキストの聴解と読解、LMS の掲示
板を利用した協同学習、LMS を利用した応用
作文、LMS 上の小テスト、携帯端末を利用し
た教室外でのリスニング練習）を明らかにし
た。そして、このような教材仕様と教授法を
骨格にして「WebOCMnext 用ドイツ語文法問
題」を制作した。 
 平成 27 年度は、(4)と(5)を中心に研究を
進めた。 
 私の勤務校において、平成27年4月にCALL
施設の更新をおこない、学生用端末デスクト
ップ型からノート型にし、これを（仮想的）
移動型端末としても使用することによって、
ICT の開発環境に対応することにした。CALL
施設外では、学生は自分の移動型端末を使用
した。LMS としては、改良を重ねてきた
WebOCMnext を 4 月から導入した。このような
環境で研究を進めた。文字入力をともなうド
イツ語作文にかんしては、LMS がドイツ語特
殊文字入力をサポートするかぎり、移動型端
末でも問題ないことが分かった。6月下旬に、

移動型端末・固定型端末どちらでも使用でき
る Web 教材「ドイツ語文法リスニング」を作
成した。教材を 1画面で完結する単純表示構
成にすると、あえて CSS で 2種類の表示にし
なくても、移動型端末・固定型端末両方で段
差なく使用できることが明らかになった。
LMS の「自動弱点克服型 e ラーニング」シス
テムと移動型多機能端末とを結びつけるモ
ジュールの仕様、および、LMS のポートフォ
リオデータに基づいた学習動機づけのメッ
セージを移動型多機能端末に送信するモジ
ュールの仕様を策定し、実験した。「自動弱
点克服型 eラーニング」の語彙習得について
は、移動型端末の手軽さが有効であり、LMS
からプッシュ型の練習を提供し、それを成績
評価に反映させると効果があることが分か
った。学習動機づけについても、移動型端末
経由のこまめな働きかけが有効であること
が分かった。 
 平成 28 年度は、本研究の最終年度にあた
り、研究全体を統合した。 
 平成 24年度から平成 27年度までに開発し
てきた 3 点：(1)移動型多機能端末による学
習を管理するシステム、(2)移動型多機能端
末に適合した教材コンテンツ、(3)移動型多
機能端末を活用した外国語教育メソッドを
統合し、4 月から東北大学のドイツ語の授業
で用いた。また、5月 28 日の日本独文学会の
研究発表会でデモンストレーションした。7
月には、移動型端末でさらに効果的に語彙学
習ができる「WebOCMnext ドイツ語語彙教材作
成用データ」を完成し、その後の授業で使用
した。11 月には、授業での実践を論文
「WebOCMnext の音声認識機能を用いた発音
練習－初級ドイツ語授業での実践とアンケ
ート調査－」にまとめた。副次的に、音声認
識技術を外国語教育に応用するには、まだ認
識精度の点で問題があることがわかったが、
eラーニングの端末を固定型端末（パソコン）
から移動型端末にまで拡張することによっ
て、教材開発、教育方法の点で可能性が飛躍
的に拡大し、また、学習者にとって利便性と
動機づけが高まることが明らかになった。 
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